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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
穏
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
深
い
ご
理
解

と
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
に
お
き
ま
し
て

は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
を

背
景
と
し
て
、
今
後
、
人
口
減
少

が
加
速
し
て
い
く
と
予
測
さ
れ
て

お
り
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、

地
域
経
済
を
支
え
る
労
働
力
の
不

足
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

力
低
下
な
ど
、
様
々
な
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て

も
、
地
域
社
会
を
持
続
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
方
々
に
よ
る
主
体
的
な
取

組
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ま
は
も
と
よ
り
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
団
体
と
も
緊

密
に
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
本
市
で
は
、
地
域
の
活
性

化
や
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た

取
組
を
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
柱

の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、

様
々
な
企
業
・
団
体
・
個
人
の
参

画
を
求
め
な
が
ら
、
各
種
施
策
を

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
携
わ
る
皆
さ
ま
の
積
極
的

で
献
身
的
な
活
動
は
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
や
地
域
の
絆
を
深
め

て
い
く
も
の
で
あ
り
、
地
域
に
よ

る
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
当
た
り
、
大
変
心
強
く
、
改
め

て
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
先

人
か
ら
受
け
継
い
だ
文
化
や
伝
統

を
大
切
に
守
り
育
て
な
が
ら
、
こ

の
ま
ち
を
良
く
し
た
い
と
想
う
多

様
な
人
々
と
と
も
に
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
徳
島
市
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
、
皆
さ
ま
方
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
一
年
が
皆
さ
ま

に
と
っ
て
輝
か
し
い
幸
せ
な
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し

ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

三
年
間
続
い
た
コ
ロ
ナ
感
染
症
が

重
症
化
す
る
確
率
が
低
く
な
り
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
み
の
第
五
類

に
移
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
や
団
体
旅

行
が
復
活
し
、
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
、
経
済
状
況
も
よ
く
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
参
画
し
て
い
る
徳
島

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会
に

お
い
て
も
「
徳
島
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ま
つ
り
」
や
「
研
修
会
」
等

も
正
常
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
的
に
温
暖
化
が
進

み
、
世
界
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
山

火
事
や
大
地
震
、
大
雨
や
大
型
化

し
た
台
風
に
よ
り
大
水
害
が
発
生

し
、
た
く
さ
ん
の
被
災
者
が
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

徳
島
市
は
幸
い
に
し
て
こ
こ
し

ば
ら
く
は
大
き
な
災
害
に
遭
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
全
国
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
線
状
降
水
帯
の
も
た
ら
す

大
雨
に
よ
る
水
害
や
大
き
な
地
震

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

他
人
事
と
し
て
み
な
い
で
、
い
つ

も
町
の
責
任
者
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
、
防
災
対
策
に
関
心
を
持
ち
、

い
つ
災
害
が
発
生
し
て
も
対
応
で

き
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
町
は
、
わ
た
し
た
ち

で
運
営
し
助
け
合
い
、
協
力
し
合

い
絆
を
深
め
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員

の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
は
、
良

い
年
に
な
る
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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２
０
２
１
年
を
迎
え
て

　徳
島
市
長
　内
藤
佐
和
子

二
〇
二
四
年
を
迎
え
て

二
〇
二
四
年
を
迎
え
て

徳
島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会
　
　

　会
長
　島
田
　和
男

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶
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活
動
に
、
長
年
に
わ
た
り
取
り
組

ん
で
参
り
ま
し
た
。
本
日
、
こ
う

し
て
顕
彰
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
大
変
光
栄
に

存
じ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を

展
開
で
き
ま
し
た
の
も
、
行
政
機

関
や
関
係
団
体
の
ご
支
援
・
ご
協

力
の
お
陰
だ
と
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
は
、
今
回
の
栄
誉
あ
る

顕
彰
を
励
み
と
し
、
な
お
一
層
精

進
を
重
ね
、
す
べ
て
の
世
代
が
共

生
す
る
地
域
づ
く
り
と
徳
島
市
の

活
力
あ
る
発
展
の
た
め
に
、
微
力

な
が
ら
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参

る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
お

礼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。　

　

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す

沖
洲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

三
栖
谷
高
照

津
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

島
田　

和
男

加
茂
名
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長　

宮
本　

昌
美

加
茂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

宮
崎　

忠
司

八
万
町
各
種
団
体
連
絡
協
議
会

会
長　

矢
田　

嘉
昭

八
万
中
央
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

会
長　

福
永
佐
知
子

八
万
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

会
長　

藤
田　

恒
子

勝
占
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会

会
長　

田
中　
　

稔

勝
占
中
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

竹
内　

鋭
治

勝
占
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

谷
口　

榮
一

多
家
良
地
区
連
合
協
議
会

会
長　

赤
坂　

伸
一

多
家
良
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

髙
山　

宏
行

丈
六
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

梅
本　

辰
雄

不
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

大
川　

良
文

入
田
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長　

森　
　

政
雄

上
八
万
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
協
議
会

会
長　

川
人　

泰
博

⑵
　

令
和
五
年
十
月
一
日
に
開
催
さ

れ
た
置
市
記
念
式
典
に
お
い
て
徳

島
市
地
域
貢
献
高
齢
者
顕
彰
制
度

に
基
づ
き
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
方
々
に
対
し
、
内
藤
佐
和

子
市
長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
の
祝
辞
の
後
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
西
富
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
の
細
井
啓
造
氏
よ
り

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

顕
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で

す
。

内
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

蒲　
　

光
雄

新
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

阿
部　

征
佑

西
富
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

細
井　

啓
造

昭
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

和
田　
　

茂

渭
北
街
づ
く
り
協
議
会森　

　

敏
之

佐
古
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

山
本　

早
苗

沖
洲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

田
中　
　

稔

加
茂
名
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

向　
　

征
男

加
茂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

中
井　

文
明

八
万
町
各
種
団
体
連
絡
協
議
会

二
宮　

治
海

八
万
中
央
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

明
野　

タ
ネ

八
万
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

三
橋　

安
江

多
家
良
中
央
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会

西
野　

博
幸

丈
六
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

庄
野　

德
保

一
宮
下
町
町
づ
く
り
推
進
協
議
会

山
口　

貞
美

不
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

久
次
米
孝
司

川
内
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

植
田　

和
則

応
神
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

坂
東　

清
英

国
府
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

戸
井
田
龒
行

南
井
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

松
下　

艶
子

北
井
上
地
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会

山
下　

治
郎

（
以
上
行
政
区
順
）

西富田コミュニティ協議会　細井啓造 氏

地域貢献高齢者顕彰記念　令和５年 10 月１日

　
西
富
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

細
井
　
啓
造

　

本
日
、
地
域
貢
献
高
齢
者
と
し

て
顕
彰
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
二

十
一
名
を
代
表
し
て
、
一
言
、
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
、
大
変
ご
多
忙
中
の
と

こ
ろ
、
市
長
様
、
市
議
会
議
長
様

を
は
じ
め
、
多
数
の
皆
さ
ま
方
の

ご
臨
席
を
賜
り
、
盛
大
に
地
域
貢

献
高
齢
者
顕
彰
式
を
開
催
し
て
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

私
ど
も
は
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
性
化
の
た
め
、
多
種
多
様

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
生
涯
学
習

代
表
者
謝
辞

代
表
者
謝
辞

代
表
者
謝
辞

地
域
貢
献
高
齢
者
顕
彰
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録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
月
、
有
志
が
一
宮
城
跡
保
勝

会
を
設
立
。
以
来
今
日
ま
で
、
一

宮
下
町
の
人
々
の
交
流
の
場
で
あ

り
、
ま
た
町
づ
く
り
の
主
要
な
組

織
と
し
て
活
動
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
そ
の
内
容
の
主
な
三
点
は
、

・
一
宮
城
跡
や
周
辺
の
環
境
整
備

・
一
宮
城
跡
の
保
存
と
活
用

・
景
勝
の
紹
介
・
案
内
・
研
修
会

で
す
。

　

設
立
以
来
、
手
弁
当
や
私
宅
を

使
っ
て
の
婦
人
会
の
炊
き
出
し

（
後
に
コ
ミ
セ
ン
で
弁
当
作
り
）

や
、
自
前
の
鎌
や
草
刈
機
の
使
用

な
ど
が
長
ら
く
続
い
た
こ
と
、
お

城
は
大
切
に
後
世
に
残
さ
な
く
て

は
、
と
の
思
い
一
筋
で
、
保
存
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
、
ま
た
寄

る
年
波
で
城
山
に
登
れ
な
く
な
っ

て
は
若
い
人
を
説
得
し
た
こ
と
な

ど
、
世
代
間
の
交
流
や
継
承
の
場

と
し
て
役
立
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
定
期
の
環
境
整
備
活
動

は
年
三
回（
六
月
、十
月
、十
二
月
）

で
、
き
つ
い
奉
仕
作
業
に
も
七
十

名
前
後
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

　

一
宮
城
跡
は
、平
成
二
十
九
年
、

日
本
城
郭
協
会
か
ら
「
続
日
本
百

名
城
」
の
指
定
を
受
け
、登
城
者
・

訪
問
者
が
急
増
し
、
そ
れ
ま
で
は

年
間
三
百
部
程
度
の
城
山
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
、
令
和
四
年
は
二
千
七

百
四
十
二
部
使
わ
れ
ま
し
た
（
登

城
口
の
分
の
み
計
上
）。

　

同
会
の
も
う
一
つ
の
主
要
な
行

事
は
、「
初
日
の
出
の
出
遥
拝
」

で
す
。
遥
拝
時
、
漢
詩
『
一
宮
城

址
に
初
日
を
拝
す
』（
上
田
松し

ょ
う
か花

作
）
を
本
丸
で
吟
じ
ま
す
。
老
若

男
女
、六
十
数
名
が
参
加
し
ま
す
。

　
「
一
宮
よ
い
と
こ
蜂
須
賀
さ
ん

の
昔
な
つ
か
し
城
下
町
」（
一
宮

小
唄
）
の
心
を
生
か
し
、
ま
た
所

属
の
諸
団
体
と
の
連
携
を
深
め

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
振
興

に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

⑶
　

一
宮
城
跡
は
、
一
宮
神
社
の
東

の
山
上
に
あ
り
、
本
丸
か
ら
東
は

紀
伊
水
道
、
北
は
淡
路
、
西
は
神

山
の
各
方
面
が
遠
望
で
き
ま
す
。

登
城
口
か
ら
本
丸
ま
で
約
六
五
〇

メ
ー
ト
ル
。
坂
と
階
段
、
各
所
に

少
し
平
坦
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
脚
力
だ
め
し
の
登
城
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
五
つ
の
主
な
曲く

る

輪わ

跡
と
陰い

ん

滝だ
き

を
回
っ
て
も
、
約
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
山
城
で
す
。

　

一
宮
城
は
、
南
北
朝
期
の
築
城

以
来
、
蜂
須
賀
公
が
徳
島
城
に
居

城
を
移
す
ま
で
、
阿
波
の
主
要
な

城
で
あ
り
ま
し
た
。
時
を
経
て
、

昭
和
二
十
九
年
八
月
、「
一
宮
城

跡
」
と
し
て
県
史
跡
文
化
財
に
登

上
八
万
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

阿
部　

増
江

一
宮
下
町
町
づ
く
り
推
進
協
議
会

会
長　

祖
川　

信
明

川
内
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長　

中
山　

晃
治

川
内
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

松
本
み
づ
る

応
神
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

濵
井　

利
教

国
府
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

大
貝　

誠
治

新
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

前
川　

佳
弘

西
富
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

石
原　

誠
治

東
富
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

松
ノ
内　

清

昭
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

松
岡　
　

勤

渭
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

中
嶋　

修
三

住
吉
・
城
東
地
区
町
づ
く
り
協
議
会

会
長　

浜
田　

耕
市

渭
北
街
づ
く
り
協
議
会

会
長　

近
藤　

辰
夫

佐
古
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

吉
田　
　

紘

南
井
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

猪
口　
　

一

北
井
上
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

伊
川　

幸
治

内
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長　

宮
澤　

武
志

（
順
不
同
）

新たなる光

環境整備前勢ぞろい

一宮城を楽しむ

一
宮
城
跡
保
勝
会
　会
長
　市
村
　
　治

一
宮
城
跡
と
町
づ
く
り

一
宮
城
跡
と
町
づ
く
り
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徳
島
市
の
地
域
モ
デ
ル
事
業
の

一
環
と
し
て
、
平
成
二
十
九
年
の

夏
休
み
か
ら
、
沖
洲
地
区
ラ
ジ
オ

体
操
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

運
営
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
各
構

成
団
体
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
、
早
朝
六
時
三
十
分
か
ら
沖
洲

小
学
校
の
運
動
場
で
、
小
さ
な
子

ど
も
か
ら
父
兄
や
お
年
寄
り
ま
で
、

二
百
名
余
り
が
集
ま
っ
て
、
元
気

に
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

　

年
長
の
六
年
生
が
皆
の
前
で
体

操
の
指
導
を
し
て
、
終
わ
っ
て
か

ら
は
、
下
級
生
や
出
席
者
全
員
の

出
席
カ
ー
ド
に
印
を
押
し
て
楽
し

く
散
開
し
ま
し
た
。

　

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
の
期
間
中

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ま
を
初
め
、

各
団
体
の
方
々
が
、
早
朝
よ
り
子

ど
も
た
ち
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
見

守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
五
年
七
月
に
は
ス
ポ
ー
ツ

飲
料
や
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
厚
意

で
い
た
だ
い
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
や
ミ
ニ
タ
オ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。
八
月
の
最
後
の
体

操
の
日
に
は
、
色
々
な
景
品
が
当

た
る
く
じ
引
き
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
雨
で
中
止
に
な
り
ま
し

た
。

　

二
学
期
が
始
ま
っ
た
ら
ラ
ジ
オ

体
操
の
カ
ー
ド
を
回
収
し
て
、
沖

洲
小
学
校
の
生
徒
や
、
幼
稚
園
、

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
全
員
に
参

加
賞
を
、
頑
張
っ
た
子
ど
も
た
ち

に
は
皆
勤
賞
・
努
力
賞
を
、
六
年

生
に
は
別
に
協
力
賞
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
か
ら
令
和
四
年
ま
で

は
コ
ロ
ナ
で
や
む
な
く
中
止
に
な

り
ま
し
た
が
、
昨
年
は
四
年
ぶ
り

に
開
催
し
ま
し
た
。
当
初
は
久
し

ぶ
り
な
の
で
子
供
た
ち
が
集
ま
る

の
か
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
初

日
か
ら
百
五
十
名
程
の
子
ど
も
や

父
兄
、
お
年
寄
り
が
集
ま
り
、
令

和
五
年
の
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
を

盛
大
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
協

力
を
い
た
だ
い
て
、
末
永
く
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

６年生が出席の印を押しているところ

じゃんけん大会

６年生のお手本

　

多
家
良
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
は
開
設
二
十
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
き
な
社

会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
い
き

な
が
ら
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を

続
け
て
い
く
た
め
に
も
、
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
や
高
齢

者
へ
の
支
援
や
災
害
か
ら
地
域
住

民
の
生
活
を
守
る
た
め
の
防
災
対

策
の
活
動
を
継
承
し
て
、
安
心
安

全
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
四
月
か
ら
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
に
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
令学童保育クラブの風景

⑷

和
三
年
度
に
地
域
の
保
護
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
親

が
働
い
て
い
る
家
庭
が
多
く
、
学

童
保
育
ク
ラ
ブ
の
必
要
性
が
高
い

こ
と
が
分
か
り
保
護
者
の
方
、
地

域
の
方
、
他
学
童
の
方
と
設
立
に

向
け
て
、
準
備
委
員
会
を
立
ち
上

げ
活
動
し
、協
議
を
重
ね
た
結
果
、

セ
ン
タ
ー
に
開
設
で
き
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
、
受
け
入
れ

で
き
る
定
員
数
で
運
営
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

元
気
な
声
が
き
こ
え
て
き
て
、
館

内
が
明
る
く
な
っ
た
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
安
全「災害避難支援マップ作成」作業（ワークショップ）

沖
洲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操

多
家
良
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

「
多
家
良
・
八
多
地
域
の
町
づ
く
り

　
　
　
　

  

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

「
多
家
良
・
八
多
地
域
の
町
づ
く
り

　
　
　
　

  

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」



コミュニティだより　　令和６年１月１日 第95号⑸

ま
す
。
受
講
者
が
コ
ミ
セ
ン
に
集

ま
り
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
っ
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
で
大
写
し
に
し
て
の

レ
ッ
ス
ン
。
八
十
歳
を
過
ぎ
て
始

め
た
方
も
い
て
、
画
面
と
音
の
タ

イ
ム
ラ
グ
や
自
分
の
手
元
が
カ
メ

ラ
に
映
る
よ
う
に
座
る
位
置
を
調

整
す
る
な
ど
、
戸
惑
い
も
あ
り
ま

し
た
が
、
徐
々
に
慣
れ
て
き
てリモートレッスン

　

昭
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で

は
、
昭
和
公
民
館
と
共
催
し
様
々

な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
五
年
度
の
統
合
に
伴
い
、

最
後
の
共
催
の
催
し
が
「
学
習
発

表
会
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
ろ
ん
な
講
座
の
受
講
生
が
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る

場
と
し
て
続
け
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
で
一
年
は
休
み
ま
し
た
が
、
翌

年
に
は
舞
台
と
客
席
の
間
を
広
く

あ
け
て
、
次
の
年
に
は
二
カ
月
延

期
し
、
透
明
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を
ず
ら
っ
と
並
べ
て
実
施
し
ま
し

た
。
令
和
四
年
度
の
発
表
会
は
出

演
者
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
コ

ロ
ナ
前
を
上
回
る
百
名
近
い
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

コ
ー
ラ
ス
・
ウ
ク
レ
レ
・
朗
読
・

フ
ラ
体
操
・
楽
器
演
奏
・
ダ
ン
ス

な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
発
表
の
場
が
あ
る

と
、日
々
の
練
習
に
も
力
が
入
り
、

よ
り
熱
心
に
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
る

よ
う
に
な
る
た
め
、
と
て
も
大
切

な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
令
和
二
年
度
に
開
講
し

た
「
は
じ
め
て
の
ウ
ク
レ
レ
」
は

と
て
も
好
評
で
、
今
で
は
四
ク
ラ

ス
に
増
え
ま
し
た
。
講
師
は
昭
和

町
の
先
生
な
の
で
す
が
、
現
在
は

東
京
が
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
帰
郷
は
月
に
一
度
。
で

も
月
に
一
度
の
レ
ッ
ス
ン
で
は
少

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
も
う
一
回

を
リ
モ
ー
ト
で
し
て
も
ら
っ
て
い

発表会「はじめてのウクレレ」

に
楽
し
く
健
全
に
過
ご
せ
る
居
場

所
と
し
て
、
長
く
運
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
、
移
動

販
売
車
（
業
者
は
マ
ル
ナ
カ
）
の

提
案
を
、
福
祉
協
議
会
と
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
話
を
い
た
だ

き
、
多
家
良
・
八
多
協
議
会
、
民

生
委
員
の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
令
和
五
年
二
月
か
ら
、
毎
週

木
曜
日
に
八
多
地
区
で
五
か
所
、

多
家
良
地
区
で
四
か
所
、
巡
回
し

て
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
特
に
、
店
舗
が
な
い
地
域
で

は
、
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た

だ
き
好
評
だ
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
地
区
の
自
主
防
災
連

合
会
に
、
市
の
防
災
対
策
課
か

ら
「
災
害
避
難
支
援
マ
ッ
プ
作
成

事
業
」
の
お
話
を
い
た
だ
き
、
令

和
五
年
六
月
か
ら
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
徳
島
大
学
の
田
村
准
教

授
の
指
導
の
も
と
、
四
回
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
地
域
住
民

の
代
表
者
七
十
名
の
参
加
に
よ
っ

て
、
実
際
に
地
域
を
歩
い
て
み

て
、
避
難
経
路
の
危
険
個
所
や
注

意
を
要
す
る
場
所
の
確
認
、
地
域

に
沿
っ
た
避
難
場
所
の
設
置
の
検

討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
令

和
五
年
十
月
に
完
成
し
、
こ
の
防

災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
地
区
防
災

訓
練
の
実
施
を
令
和
五
年
十
一
月

に
行
い
ま
し
た
。

レ
ッ
ス
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

先
生
も
ラ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
レ
ッ
ス
ン
動
画
な
ど
を
ア
ッ

プ
し
た
り
、
ブ
ロ
グ
を
紹
介
し
た

り
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使

し
て
皆
さ
ん
が
自
宅
で
も
練
習
し

や
す
い
工
夫
を
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
活
動

の
一
部
で
あ
る
生
涯
学
習
講
座
が

今
後
も
発
展
し
て
い
く
よ
う
に
、

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
ア
ン
テ
ナ
を

張
っ
て
、
ア
イ
デ
ア
や
工
夫
を
取

り
入
れ
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

パーティションで仕切っての発表会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て

昭
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
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令
和
五
年
八
月
二
十
八
日
、
住

吉
・
城
東
地
区
の
子
ど
も
福
祉
ま

つ
り
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
、

福
祉
ま
つ
り
も
四
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
じ
つ
は
住
吉
・

城
東
地
区
の
福
祉
ま
つ
り
は
四
年

前
ま
で
は
、
住
吉
神
社
の
夏
祭
り

（
七
月
三
日
）
に
合
わ
せ
て
、
神

社
境
内
の
空
地
を
借
り
て
昼
間
に
、

大
人
・
子
ど
も
関
係
な
く
、
踊
り
・

ゲ
ー
ム
・
抽
選
会
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
昨
年
は
開
催
の
決
定

も
遅
れ
、
準
備
の
期
間
も
あ
ま
り

な
か
っ
た
た
め
、
急
遽
、
会
場
を

コ
ミ
セ
ン
に
、
そ
し
て
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
に
し
よ
う

と
い
う
形
で
開
催
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

準
備
時
間
も
少
な
い
の
で
、
内

容
も
三
つ
の
ゲ
ー
ム
と
物
づ
く
り
、

そ
し
て
お
楽
し
み
会
（
抽
選
会
）

に
絞
り
、
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
と
し
て
は
室
内
用
の
カ
ー

リ
ン
グ
と
住
吉
地
区
独
自
の
ゲ
ー

ム
（
す
み
よ
し
コ
ロ
リ
ン
）
の
実

施
と
、
児
童
館
が
中
心
に
な
り
、

さ
か
な
す
く
い
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま

し
た
。
物
づ
く
り
は
自
分
だ
け
の

う
ち
わ
作
り
、
あ
や
と
り
、
折
り

紙
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

広
報
の
日
に
ち
も
短
く
、
夏
休

み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の

来
場
者
は
な
い
だ
ろ
う
と
の
想
定

で
七
十
～
八
十
人
く
ら
い
は
参
加

し
て
く
れ
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
百
五
十
人
近
い

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
れ
て

会
場
が
満
杯
に
な
り
予
定
し
て
い

な
か
っ
た
部
屋
も
、
急
遽
開
け
て

待
合
所
に
す
る
な
ど
、
う
れ
し
い

悲
鳴
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
抽
選
会
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
福
祉
ま
つ
り
、
三
年
間

休
止
し
て
い
た
た
め
、
準
備
も
遅

れ
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
迷
惑

を
か
け
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
手

伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
、
町
づ
く

り
協
議
会
、
公
民
館
、
児
童
館
、

民
生
児
童
委
員
会
、
婦
人
会
の
皆

さ
ん
に
は
、
本
当
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
は
、
ど
う
い
う

形
で
進
め
る
か
、
以
前
の
形
に
戻

す
の
か
、
昨
年
と
同
じ
よ
う
に
進

め
る
の
か
検
討
し
て
、
昨
年
以
上

の
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
よ
う
に
す
る

つ
も
り
で
す
。

カーリング

抽選会

物づくり

さかなつり

令
和
５
年
度

住
吉
・
城
東
子
ど
も
福
祉
ま
つ
り
の
開
催

令
和
５
年
度

住
吉
・
城
東
子
ど
も
福
祉
ま
つ
り
の
開
催

令
和
５
年
度

住
吉
・
城
東
子
ど
も
福
祉
ま
つ
り
の
開
催

　渭
東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
　住
吉
・
城
東
支
会

　住
吉
・
城
東
地
区
町
づ
く
り
協
議
会
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不
動
自
主
防
災
連
合
会
は
、
平

成
二
十
八
年
に
発
足
し
、
本
年
度

で
八
年
目
を
迎
え
ま
す
。
本
会
は

地
区
内
に
お
け
る
自
主
的
な
防
災

活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、地
震
・

風
水
害
・
火
災
等
の
災
害
に
よ
る

被
害
の
防
止
及
び
軽
減
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
町
内

会
九
地
区
の
自
主
防
災
会
及
び
各

種
団
体
、
事
業
所
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

二
年
前
に
は
、
地
震
・
津
波
・

洪
水
避
難
支
援
（
防
災
）
マ
ッ
プ

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
徳

島
大
学
の
田
村
隆
雄
先
生
や
防
災

対
策
課
の
方
か
ら
、
想
定
外
の
災

害
に
対
し
て
も
落
ち
着
い
て
避
難

が
で
き
る
よ
う
に
「
住
民
一
人
ひ

と
り
」
が
安
全
な
避
難
場
所
や
避

難
経
路
を
「
事
前
に
あ
れ
こ
れ
考

え
る
」
こ
と
を
助
け
る
地
域
防
災

情
報
地
図
を
作
成
し
ま
し
た
。
地

区
ご
と
に
分
か
れ
て
、
過
去
の
洪

水
が
起
こ
っ
た
状
況
を
確
認
し
た

り
、
分
か
っ
て
い
る
こ
と
や
心
配

な
こ
と
を
書
き
込
ん
だ
り
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
ま
ち
歩
き
」
の
結

果
を
様
々
な
観
点
か
ら
避
難
に
つ

な
が
る
最
適
な
ル
ー
ト
を
地
図
上

に
表
し
、
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し

ま
し
た
。
完
成
し
た
防
災
マ
ッ
プ

は
、
町
内
の
皆
さ
ま
に
も
配
布
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は

今
回
作
成
し
た
防
災
マ
ッ
プ
を
活

用
し
た
研
修
会
も
開
催
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
他
に
も

年
間
に
何
回
か
研
修
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
全
国
的
に
台
風
・
集
中

豪
雨
に
よ
る
被
害
が
た
び
た
び
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
危
機
管

理
局
防
災
対
策
課
の
方
に
「
コ
ミ

セ
ン
に
お
け
る
避
難
所
開
設
」
に

つ
い
て
の
研
修
会
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

町
内
会
に
大
雨
が
降
り
、
浸
水

し
た
こ
と
を
想
定
し
て
、「
テ
ン

ト
の
設
営
、
投
光
器
・
発
電
機
・

簡
易
ト
イ
レ
の
設
置
、
感
染
症
対

策
」
な
ど
に
つ
い
て
の
体
験
型
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
避
難
所
運
営

は
と
て
も
身
近
な
問
題
で
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
参
加
者
か
ら
意
見
も

出
て
有
意
義
な
研
修
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
様
々
な
角
度
か
ら
研
修
を
行

い
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
町
内
の

尊
い
人
命
を
守
り
合
え
る
自
主
連

合
会
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

避難所運営の相談

地震・津波避難支援マップ

防災マップを見ながら相談

避難所開設についての研修

不
動
地
区

　
 

自
主
防
災
連
合
会
の
活
動

不
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
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面
か
ら
実
施
困
難
と
の
意
見
が
大

半
を
占
め
た
た
め
で
す
。

　

そ
こ
で
、
両
協
議
会
か
ら
代
表

を
出
し
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
結

果
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
実
行

委
員
会
・
運
営
委
員
会
が
立
ち
上

が
り
、
津
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
か
ら
会
場
の
提
供
を
受
け
、
生

涯
学
習
指
導
員
会
（
旧
公
民
館
主

事
会
）
と
環
和
会
が
協
力
し
て
運

営
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
五
年
度
は
ま
だ
統
合
が
進

ん
で
い
な
い
地
区
や
公
民
館
単
独

の
地
区
も
あ
る
中
で
の
過
渡
期
的

な
開
催
で
し
た
し
、
三
年
間
の
ブ

ラ
ン
ク
に
よ
る
出
演
者
数
減
少
や

過
密
状
態
を
避
け
る
た
め
抽
選
会

を
や
め
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
観
衆

の
減
少
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
ま
つ
り
の
当
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
集

ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
出

演
し
た
皆
さ
ま
は
久
々
の
演
舞
に

緊
張
し
な
が
ら
も
実
に
楽
し
そ
う

な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

や
は
り
こ
う
い
っ
た
「
人
々
の
集

い
」は
必
要
で
あ
り
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
の
「
人
と
人
と
の
絆
づ

く
り
」
に
は
と
て
も
有
効
で
あ
る

と
痛
感
し
た
一
日
で
し
た
。

　

今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り

の
方
向
性
に
つ
き
ま
し
て
は
議
論

を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
よ
り
よ
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ど
う
し
の
つ
な
が
り
を
目
指

し
た
い
も
の
で
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
や
っ
と
感
染
症
も
落
ち

つ
い
て
き
ま
し
た
。
各
地
区
も
コ

ロ
ナ
前
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
便
り
九
十
五
号
を

お
届
け
し
ま
す
。

　

内
藤
市
長
か
ら
は
「
地
域
の
活

性
化
や
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
に
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。」
島
田
会
長
か
ら
「
私
た

ち
の
町
は
、
わ
た
し
た
ち
で
運
営

し
助
け
合
い
、
協
力
し
合
い
絆
を

深
め
て
行
き
ま
し
ょ
う
。」
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
宮
下
町
地
区
か
ら
は
一
宮
城

跡
と
町
づ
く
り
の
報
告
、
住
吉
城

東
地
区
か
ら
は
子
ど
も
福
祉
ま
つ

り
の
報
告
、
沖
洲
地
区
か
ら
は
夏

休
み
ラ
ジ
オ
体
操
の
報
告
、
多
家

良
中
央
地
区
か
ら
は
町
づ
く
り
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
報
告
、
昭

和
地
区
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
て
の
報
告
、
不
動
地
区

か
ら
は
自
主
防
災
連
合
会
の
活
動

報
告
、
最
後
に
、
第
二
十
九
回
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
の
様
子
の
報

告
を
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
六
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
大
川
良
文　

記
）

編
集
後
記

　

令
和
五
年
十
月
二
十
九
日（
日
）

に
四
年
ぶ
り
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ま
つ
り
が
津
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
三
年
間
の
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
中
止
は
、
住
民
の
方
々

が
公
民
館
講
座
等
で
平
素
練
習
し

て
い
る
芸
能
を
披
露
す
る
場
、
地

域
の
特
色
や
物
産
を
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
を
奪
い
、毎
年
毎
年「
今

年
こ
そ
は
！
」
と
い
う
意
気
込
み

の
出
鼻
を
く
じ
か
れ
る
状
況
が
続

い
て
い
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
中
、

一
昨
年
か
ら
は
公
民
館
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
の
統
合
が
始

ま
り
、
こ
れ
ま
で
別
々
に
開
催
し

て
い
た
公
民
館
大
会
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ま
つ
り
と
一
本
化
し
て
開
催

を
試
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
い
ざ
実
施
の

計
画
を
立
て
て
み
る
と
い
く
つ
か

の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
統

合
が
済
ん
で
い
な
い
地
区
公
民
館

か
ら
の
参
加
資
格
や
財
源
の
問

題
、所
管
課
間
の
調
整
な
ど
で
す
。

開
催
場
所
の
決
定
に
も
困
難
を
と

も
な
い
ま
し
た
。
と
言
い
ま
す
の

も
、
従
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ

り
同
様
に
日
曜
日
開
催
と
し
た
た

め
、
こ
れ
ま
で
公
民
館
大
会
で
利

用
し
て
い
た
会
場
を
確
保
で
き

ず
、ま
た
、従
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ま
つ
り
の
ブ
ロ
ッ
ク
持
ち
回
り
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

の
開
催
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
側
に
お
い
て
、
駐
車
場
確
保
の

来場者で賑わう模擬店

晴れやかに演舞する出演者

会場と一体となる踊り

第
二
十
九
回
徳
島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
　

実
行
委
員
長
　近
藤
　辰
夫

第
二
十
九
回

徳
島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　
ま
つ
り
を
終
え
て

第
二
十
九
回

徳
島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　
ま
つ
り
を
終
え
て

第
二
十
九
回

徳
島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　
ま
つ
り
を
終
え
て


